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●組合員のみなさん。働く仲間のみなさん。

安倍自公内閣は５月15日、日本の宝である憲法９条を破壊し、アメリカと一緒になって「海外で

戦争（武力攻撃）する国」にするための「戦争立法」を国会に提出した。そして国会の会期を大幅

に延長し、今年の夏までにも強行・成立させようとしている。

●組合員のみなさん。働く仲間のみなさん。

「戦争立法」は、憲法９条が禁止している戦争行為（武力攻撃）について、集団的自衛権の名に

よって、これを可能とするものであり、憲法９条を根底から破壊し、日本を「海外で戦争する国」

につくり変えるものであり、断じて許すことのできない暴挙である。

「戦争立法」は、戦後70年、日本国民の不断の努力によって築きあげてきた「平和な国・日本」

としての国際的な信頼を損なうだけでなく、戦争（武力攻撃）によって、他国の人々を殺し、日本

国民が殺されるということを正当化する戦後最悪の法案である。

●組合員のみなさん。働く仲間のみんさん。

戦争（武力攻撃）は、国土や街を破壊するでけでなく、”人を殺し、人が殺される”という行為

であり、その犠牲者は、社会的弱者である子どもや女性、老人など一般市民である。武力攻撃によ

って、紛争は解決できない。そのことはこの間のアフガンやイラクでの武力攻撃からも明かである。

憲法９条をもつ日本国民として、安倍自公内閣の暴挙を糾弾し、希代の悪法である「戦争立法」を

断固阻止するため、歴史的な大闘争に総決起することを呼びかけるものである。

以上
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